
知
見
院
日
遅
の
初
期
に
お
け
る
教
学
研
究
に
つ
い
て

―
―

『孟
蘭
盆
御
書
事
」
を
中
心
に
―
―

一
、
は
じ
め
に

近
世
の
日
蓮
宗
に
お
け
る
主
要
な
討
論
と
し
て
不
受
不
施
義
を

め
ぐ
る
論
争
が
あ
る
。
こ
の
不
受
不
施
論
争
は
、
国
家

レ
ベ
ル
の

権
力
を
巻
き
込
ん
で
大
き
な
展
開
を
見
せ
た
が
、
受
派

・
不
受
派

の
融
和
的
決
着
を
見
る
こ
と
な
く
今
日
に
そ
の
跡
を
残
し
て
い
る
。

こ
の
論
争
の
な
か
で
、
不
受
派
を
代
表
す
る
人
物
と
し
て
は
日
奥

・

日
樹
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。　
一
方
受
派
を
代
表
す
る
人
物
と
し
て
、

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
日
重

・
日
乾

・
日
遠
の
三
師
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
受
不
受
論
争
を
さ
ら
に
細
か
く
検
証
し
て
い
く
と
、

重
乾
遠
三
師
の
下
で
活
躍
し
た
人
物
の

一
人
と
し
て
、
身
延
山
二

十
六
世
、
知
見
院
日
遅

（
一
五
八
六
～

一
六
四
八
）
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。

日
遅
は
日
乾
の
弟
子
と
も
日
遠

の
弟
子
と
も
い
わ
れ
、
か
の

『
破
奥
記
』
の
名
目
上
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま

宮

崎

英

朋

で
日
遅
の
教
学
に
関
す
る
研
究
は
主
に
不
受
不
施
論
争
研
究
の
な

か
で
包
括
的
に
検
討
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
日
遅
の
研

究
に
お
け
る
著
作
と
し
て
左
記
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①

『
日
蓮
宗
学
説
史
』
望
月
歓
厚
著

（昭
和
四
三
年
、
平
楽
寺
書

店
）

②

『
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
の
研
究
』
影
山
尭
雄
著

（昭
和
三

一
年

平
楽
寺
書
店
）

③

『禁
制
不
受
不
施
派
の
研
究
』
宮
崎
英
修
著

（昭
和
三
四
年
平

楽
寺
書
店
）

④

『
不
受
不
施
派
の
源
流
と
展
開
』
宮
崎
英
修
著

（昭
和
四
四
年

平
楽
寺
書
店
）

⑤

『身
延
山
史
』
身
延
山
久
遠
寺
編

（昭
和
四
八
年
身
延
山
久
遠

寺
）

⑥

「身
延
文
庫
に
お
け
る
不
受
不
施
係
争
資
料
」
斉
等
要
輪
稿

翁
棲
神
』
二
十

一
号
、
昭
和

一
一
年
）
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し
か
し
、
こ
れ
ら
の
著
述
は
い
ず
れ
も
受
不
受
論
争
の
な
か
で

包
括
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
重
乾
遠
三
師
に
付
随

し
て
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
日
遅
の
行
状

日
遅
の
俗
弟
で
あ
る
通
心
院
日
境

（
一
六
五
八
～

一
七

一
六
）

の
行
状
が
記
さ
れ
て
い
る
、
忍
称
院
日
宣

（
日
本
寺
第
四
三
世

一
七

一
四
～

一
七
八
三
）
の

『
中
興
開
基
通
心
院
日
境
師
行
状
』

に
よ
る
と
、
京
都
の
新
在
家

（現
在
の
上
京
区
蛤
御
門
付
近
）
の

浦
井
家
の
四
人
兄
弟
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
日
遅
は
、
幼
く
し

て
父
母
を
失

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
四
人
兄
弟
の
長
男
は
、
浦
井

宗
竹
と
い
い
、
医
術
と
儒
学
を
生
業
と
し
、
水
戸
家
領
主
源
威
公

（徳
川
頼
房
）
に
仕
え
、
領
知
五
百
石
を
有
し
て
い
た
と
い
う
。

二
男
が
日
遅
で
あ
り
、
京
都
本
満
寺
、
甲
州
身
延
山
を
晋
し
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
三
男
は
立
正
院
日
栖

（
日
揚
の
こ
と

一
六

二
九
～
？
）
で
あ
り
、
上
総
小
西
檀
林

・
洛
北
鷹
峰
檀
林
の
化
主

を
歴
任
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
四
男
が
日
境
に
あ
た
る
と
い
う
。
境

持
院
日
通

（
一
七
〇
二
～
七
六
）
の

『
玉
沢
手
鑑
草
稿
』
に
、
日

遅
、
日
揚
、
日
境
の
兄
弟
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
遠

・
日
乾

・
真
応
院

日
達

（
一
六
三
二
～
七
二
）
の
弟
子
と
な
り
、
師
弟
皆

一
味
同
心

で
あ

っ
た
旨
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
日
遅
は
日
遠
の
高
弟

と
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
六
牙
院
日
潮

（
一
六
七
四
～

一
七
四
八
）
の

『
本
化
別

頭
仏
祖
統
紀
』
に
は
日
遅
は
字
を
隆
恕
と
い
い
、
日
遠
の
門
人
で

あ
り
、
博
学
多
才
で
あ

っ
て
、
そ
の
評
判
は
世
に
知
れ
渡

っ
て
い

た
と
い
う
。
そ
し
て
寂
照
院
日
乾
の
推
挙
に
応
じ
て
鷹
ケ
峰
檀
林

の
化
主
に
就
任
し
、
教
化
利
益
は
非
常
に
高
か

っ
た
と
さ
れ
る
。

小
西
檀
林
は
、
こ
の
噂
を
聞
い
て
手
紙
を
し
た
た
め
て
化
主
を
望

ん
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
日
退
は
方
々
に
使
い
を
馳
せ
大
勢
の
学
者

を
集
め
て
天
台
三
大
部
を
講
義
し
た
と
伝
え
る
。
そ
の
智
目
行
足

は
世
間
に
か
な
う
も
の
は
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
寛
永
五
年

（
一
六
二
八
）
日
遅
四
十
三
歳
の
時
に
は
身
延
山

久
遠
寺
第
二
六
世
に
晋
山
し
て
い
る
。
身
池
対
論
で
は
身
延
側
、

つ
ま
り
受
派
側
の
代
表
と
し
て
対
論
に
臨
ん
だ
。
こ
の
対
論
に
よ
っ

て
身
延
側

（受
派
）
は
勝
利
を
得
、
日
樹
、
日
奥
ら
は
、
そ
れ
ぞ

れ
流
罪
に
処
せ
ら
れ
、
池
上
本
門
寺
は
日
遠
に
、
京
都
妙
覚
寺
は

日
乾
に
与
え
ら
れ
た
が
、
本
末
関
係
に
あ

っ
た
寺
院
は
、
依
然
、

強
硬
な
不
受
布
施
姿
勢
を
も

っ
て
抵
抗
し
た
の
で
、
本
末
関
係
は

次
第
に
機
能
し
な
く
な

っ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
日
遅
は
、
江
戸
に

残
り
、
不
受
布
施
追
討
の
訴
状
を
繰
り
返
し
提
出
し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
平
賀
、
小
湊
、
碑
文
谷
の
支
配
を
目
指
し
、
制
度
上
の

問
題
と
し
て
本
寺

・
貫
首
権
を
認
め
る
日
蓮
宗
法
度
の
制
定

（
※

一 Iθθ一



年
表
参
照
）
を
請
け
負

っ
た
。
ま
た
、
身
延
に
お
い
て
寺
門
の
経

営
に
精
を
注
ぎ
、
慶
安
元

（
一
六
四
八
五
月
二
十
九
日
に
遷
化
し

た
。日

遅
の
教
学
の
動
向
を
直
ち
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
は

つ
な

が
ら
な
い
が
、
研
究
の

一
環
と
し
て
不
受
不
施
論
争
の
発
端
で
あ

る
大
仏
出
仕
の
問
題

（
日
遅
当
時
九
歳
）
か
ら
十
三
年
後
の
日
遅

の
作
品
の
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

三
、
日
遇
の
著
述

日
遅
は
そ
の
生
涯
に
お
い
て
、
数
多
く
の
著
述
を
残
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
資
料
と
し
て
未
整
理
の
も
の
が
多
く
あ
り
、

今
後
そ
れ
ら
を
整
え
る
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。
現
在
立
正
大
学
に

所
蔵
さ
れ
る
身
延
文
庫
調
査
カ
ー
ド
に
よ
る
と
、
そ
の
著
述
は
五

〇
点
以
上
に
の
ぼ
る
が
、
実
際
は
、
他
の
寺
院
等
も
含
め
、
多
数

存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
に
は
講
義
録
も
含
ま
れ
る
。
日

遅
は
各
寺
院
で
、
講
義
を
開
い
て
お
り
、
そ
の
足
跡
を
み
て
み
る

と
、
伊
豆
の
了
仙
寺
、
江
戸
の
幸
龍
寺
、
瑞
林

（輪
）
寺
、
善
立

寺
ま
で
、
と
広
範
囲
に
招
か
れ
て
講
義
を
行

っ
て
い
る
。
主
に
法

華
経
の
講
義
を
行

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
検
討
は
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

現
在
活
字
と
し
て
確
認
で
き
る
も
の
は
、
日
奥
書
の

『
萬
代
亀

鏡
録
』
に
記
さ
れ
る

「
身
池
対
論
記
録
」
と
、
『
頂
妙
寺
文
書

・

京
都
十
六
本
山
会
合
用
書
類
』
に
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
数
書
の
書

状
程
度
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
退
に
は
膨
大
な
数
の
著
述
が

あ
り
な
が
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
そ
の
整
理
が
行
わ
れ
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。
今
回
は
そ
の
多
数
あ
る
日
遅
の
著
述
の
な
か
で
も
日

蓮
聖
人
の
御
遺
文

『
孟
蘭
盆
御
書
』
の
解
釈
を
説
い
た

『孟
蘭
盆

御
書
事
』
の
紹
介
を
し
そ
の
内
容
に
つ
い
て
少
し
く
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

四
、
「
孟
蘭
盆
御
書
事
」
に
つ
い
て

日
遅
の
遺
し
た
著
述
の
多
く
は
身
延
文
庫
に
現
存
す
る
が
、
そ

の
中
で
も
日
蓮
聖
人

の
真
蹟
遺
文
を
講
説
し
た
も
の
と
し
て
、

『
孟
蘭
盆
御
書
事
』
が
あ
る
。
今
回
は
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究

所
架
蔵
の
写
真
帳
に
よ
り
、
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

『孟
蘭
盆
御
書
事
』
は
日
蓮
聖
人
遺
文
の

『
孟
蘭
盆
御
書
』

の

注
釈
で
あ
り
、
日
遅
が
二
十
三
歳
の
時
に
執
筆
し
た
、
竪
綴
り
の

二
十
八
丁
か
ら
な
る
書
で
あ
る
。
『
孟
蘭
盆
御
書
』
は
録
外
遺
文

で
あ
り
、
そ
の
注
釈
書
は
少
な
い
。
本
書
は
、
『
録
外
考
文
』
『録

外
微
考
』
以
前
の

『
孟
蘭
盆
御
書
』
の
単
独
の
注
釈
書
で
あ
り
、

こ
の
点
に
お
い
て
資
料
的
価
値
を
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
本
書
の
奥
書
に
は
、
「於
二
身
延
山
西
谷
学
校
一因
二
講
次
一記
レ

一ゴθイー



之
」
と
あ
り
、
当
時
身
延
西
谷
檀
林
に
お
い
て
、
天
台
三
大
部
の

講
義
以
外
に
日
蓮
聖
人
遺
文
の
講
義
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺

え
る
。

ま
た
内
容

・
構
成
を
見
る
と
、
遺
文
中
の

一
つ
一
つ
の
語
彙
に

つ
い
て
、
多
く
の
書
物
を
引
用
し

つ
つ
、
そ
の
由
来
を
探

っ
て
い

る
。
日
遅
の
私
見
と
し
て
の
論
述
は
全
て

「私
に
云
く
」
の
文
か

ら
書
き
出
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
こ
の
私
見
の
中
か
ら
日
遅
の
教

学
的
傾
向
を
探

っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

『孟
蘭
盆
御
書
』
は
、
日
蓮
聖
人
が
身
延
に
在
山
中
、
駿
河
の

治
部
房
日
位
の
祖
母
に
宛
て
ら
れ
た
書
状
で
あ
る
。
全
篇
十
七
紙

に
わ
た
り
、
真
蹟
は
京
都
妙
覚
寺
に
完
存
し
て
い
る
。
同
書
は
、

月
日
の
み
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
系
年
に
異
説
が
あ
る
。
境

持
院
日
通
の

『
境
妙
庵
御
書
目
録
』
で
は
、
弘
安
三
年
の
述
作
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。　
一
方

『
縮
刷
遺
文
』
で
は
建
治
三
年

と
な

っ
て
い
る
。
『
御
遺
文
講
義
』
は

『縮
刷
遺
文
』

の
系
年
に

順
じ
建
治
三
年
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

『
孟
蘭
盆
御
書
』
の

系
年
は

一
般
に
二
説
あ
る
が
、
御
真
蹟
を
見
る
と
聖
人
の
花
押
は
、

ボ

ロ
ン
字
に
な

っ
て
お
り
弘
安
三
年
説
が
よ
り
妥
当
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

①
回
向
に
つ
い
て

法
華
経
化
城
喩
品
の

「願
以
此
功
徳
」
以
下
の
文
を
引
き
回
向

の
解
釈
を
行

っ
て
い
る
。

尋
云
願
以
此
功
徳
等
云
々
此
文
引
玉
フ其
意
如
何

答
フ此
文
ハ梵
王
ノ種
々
之
ノ供
養
ヲ致
二
大
通
佛
一了
テ如
此

廻
向
ス
ル文
也
然
ルニ
此
廻
向
ハ入
二
佛
家

一設
二
修
善
一輩

誰
不
用
之
耶
サ
レ
ハロ
連
帰
二法
花
一会
二
衆
善
ノ

少
行

一帰
二廣
大

一
乗
一開
方
便
権
門
示
二真
実
ノ

妙
理
一事
理
開
会
ノ善
根
法
界
二
可
レ有
二
廻
向
・

条
勿
論
也
然
即
廻
自
向
他
ノ義
ハ願
以
此
功
徳
普

及
於

一
切
ノ文
二
帰
ス
ル欺
廻
因
向
果
ノ義
ハ我
等
与
衆
生

皆
共
成
佛
道
ノ文
三
分
明
也
働
目
連

一
人
ノ成
佛
ノ

日
自
他
同
證
仏
果
ノ義
不
可
疑
法
界
ノ群
類

尚
以
不
帰
之
況
父
母
恩
愛
ノ族
能
々
可
案
之

尋
云
以
二
此
文
一廻
二
向
善
根
一事
当
時
毎
レ人
見
タ
リ

但
我
等
修
善
ノ上
二
用
二
廻
向
一因
此
文
ヲ
ハ如
何
可
得
心
也

こ
こ
で
日
遅
は
、　
一
乗

・
開
会
の
法
華
経
の
回
向
に
、
廻
自
向

他
と
、
廻
因
向
果
の
二
義
が
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
願
以
此

功
徳
普
及
於

一
切
」
の
文
が
廻
自
向
他
に
当
た
る
と
し
、
「
我
等

与
衆
生
皆
共
成
佛
道
」
の
文
を
廻
因
向
果
を
示
す
と
と
ら
え
て
い

Ｚυ
。

或
伝
云
願
以
此
功
徳
卜者
供
養
物
也
我
等
ハ導
師
也
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衆
生
旦
那
也
是
レ
ハ相
待
也
皆
共
成
佛
道
ハ絶
待
也

こ
こ
で
は
、
「願
以
此
功
徳
云
々
」
の
文
を
相
待
妙
、
絶
待
妙

を
用
い
て
解
釈
の
手
引
き
と
し
て
い
る
。
即
ち

「願
以
此
功
徳
普

及
於

一
切
」
を
供
物
に
、
「我
等
」
を
導
師
に
、
「衆
生
」
を
旦
那

（施
主
）
に
配
し
て
、
こ
の
三
者
に
分
け
る
こ
と
を
相
待
妙
と
し
、

「皆
共
成
佛
道
」
の
文
を
絶
待
妙
す
な
わ
ち
三
者
の
成
仏
と
し
て

い
る
。

②
仏
道

に

つ
い
て

次
に
、
「皆
共
成
仏
道
」
の
経
文
に
つ
い
て
解
釈
し
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

私
云
皆
共
成
佛
道
ノ佛
道
者
賞
義
ハ無
始
色
心

本
是
理
性
妙
境
妙
智
ノ内
証
ヲ
達
ル
ヲ云
也
此
意
．手

令
二御
書
ノ意
趣
一可
レ知
レ之
也
上
来
自
解
ノ下
三

約
教
ノ意
モ有
之
又
目
連
ノ應
化
ノ贅
聞
ナラ八

）

盆
供
ヲ弗
起
ス
ル
意
可
有
之
本
述
ナ
ル
Э

遂
法
花
ノ時

一
成

一
切
成
ヲ顕
ス
ハ観
心
ト
モ可
申
欺

こ
こ
で
日
遅
は
、
仏
道
を
成
就
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
（煩
悩

に
ま
み
れ
た
凡
夫
が
徐
々
に
煩
悩
を
捨
て
別
世
界
に
登
る
と
い
う

の
で
は
な
く
）
本
来
あ
る
悟
り
の
性
質
を
外
に
顕
し
、
こ
れ
を
成

就
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
意
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、

目
連
尊
者
の
孟
蘭
盆
供
養
に
関
し
、
四
種
釈
を
用
い
て
解
釈
し
、

結
論
的
に
は
法
華
経
に
よ
る

一
成

一
切
成
を
主
張
し
て
い
る
。

仏
道
の
本
当
の
意
義
は
、
身
も
心
も
、
も
と
よ
り
悟
り
の
境
地

（理
性
）
を
備
え
境
地
冥
合
し
て
お
り
、
こ
の
境
地
を
体
得
す
る

こ
と
が
仏
道
を
成
就
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
に
妙
境
妙
智
と
い
っ
た

『法
華
玄
義
』
二
上
か
ら
の
引
用

が
見
ら
れ
、
『法
華
文
句
』
の
四
種
釈
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
当
時
西
谷
檀
林
に
あ
っ
て

『孟
蘭
盆
御
書
』
を
講
じ
た

日
遅
は
、
当
然
、
三
大
部
を
中
心
と
し
た
天
台
学
に
も
通
じ
て
お

り
、
天
台
三
大
部
を
ふ
ま
え
た
形
式
で
の
解
釈
を
行
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
か
か
る
文
例
を
見
る
と
、
や
は
り
、
日
退
は
、
重

乾
遠
三
師
の
系
譜
を
受
け
継
い
で
お
り
、
そ
の
教
学
は
原
始
天
台

学
の
方
法
論
を
継
承
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

③

『祈
祷
抄
』
『上
野
殿
御
返
事
』
の
引
用
に
よ
る
智
者

・
法

華
経
行
者
の
解
釈

私
云
末
法
一天
持
戒
ハ市
中
ノ虎
ノ如
ク智
者
ハ麟

角
ョリ
モ希
ナ
ラ
ィ
云
々
此
意
．ァ
可
得
心
也
此
等
ハ御

弟
子
ナ
レ
ハ自
謙
ノ句
ト
モヤ可
申
又
縦
随
分
ノ智
者

也
ト
モ末
代
ノ智
恵
ヲ下
ス意
モ可
御
座
也
働
上
野

殿
一天
貴
邊
ノ法
花
行
者
二似
タ
ル事
ハ餅
ノ月
二似
猿
ノ
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人
二
似
タ
ルカ
如
等
云
々

こ
こ
に
で
は
二
書
の
引
用
に
よ
り
、
末
法
に
は
持
戒
の
僧
及
び
、

智
者
が
希
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
持
戒
の
僧

は
、
町
中
に
虎
を
探
し
求
め
る
こ
と
と
同
じ
く
ら
い
不
可
能
な
こ

と
で
あ
り
、
智
者
は
、
麒
麟
の
角
よ
り
も
珍
し
い
存
在
と
さ
れ
る
。

御
弟
子
に
宛
て
た
書
簡
で
あ
る
か
ら
聖
人
自
ら
を

へ
り
く
だ

っ
て

言

っ
た
こ
と
ば
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
ま
た
、
も
し
優

れ
た
智
者
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
末
法
に
生
ま
れ
た
も
の
の
智
恵

を

（釈
尊
在
世
と
正
像
の
時
代
と
比
べ
て
）
下
す
意
味
も
あ
る
で

あ
ろ
う
と
い
う
。
さ
ら
に

『上
野
殿
御
返
事
』
を
引
用
し
、
上
野

殿
が
法
華
経
の
行
者
に
相
似
す
る
様
子
は

っ
て
も
、
餅
が
月
に
似
、

猿
が
人
に
似
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
、
と
解
説
し
て
い
る
。

④
系
年
及
び
引
用
書
目

日
遅
は

『
孟
蘭
盆
御
書
事
』
第
二
十
八
丁
で

『孟
蘭
盆
御
書
』

の
系
年
に
つ
い
て

「或
本
云
戊
寅
弘
安
元
年
七
月
十
三
日
」
と
述

べ
て
い
る
。

こ
れ
は
本
書
の
系
年
に
関
す
る
指
摘
と
し
て
は
最
も
古
い
も
の

で
あ
る
の
で
、
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
聖
人
の
花
押
が
バ
ン

字
か
ら
ボ

ロ
ン
字

へ
移
行
し
た
時
期
は
山
川
智
應
氏
に
よ
る
と
弘

安
元
年
五
月
二
十
二
日
か
ら
同
年
六
月
二
十
五
日
の
間
と
さ
れ
て

い
る

Ｇ
日
蓮
聖
人
研
究
』
二
巻
）。
こ
の
点
に
関
し
て
の
み
い
え

ば
、
弘
安
元
年
七
月
の
述
作
も
あ
り
得
な
い
と
は
言
え
な
い
で
あ

ス
了
つ
。

ま
た
本
書
に
は
、
「朝
師
御
書
一至

と
し
て
行
学
院
日
朝

の
注

釈
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る

『朝
師
御
書
見
聞
』
（コ
褒
置

所
収
）
に
は

『孟
蘭
盆
御
書
』
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
日
遅

の
引
用
が
注
目
さ
れ
る
。

五
、
お
わ
り
に

今
回
は
、
知
見
院
日
遅
の
初
期
の
著
作
に
つ
い
て
ふ
れ
る
に
と

ど
ま

っ
た
が
、
今
後
、
さ
ら
に
日
遅
の
著
述
の
整
理
と
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
の
検
証
を
行
い
、
日
遅
の
生
き
た
そ
の
時
代
に
必
要

と
さ
れ
た
、
日
蓮
宗
の
受
派
側
の
主
張
の
様
相
に
ふ
れ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

註
（１
）
中
興
開
基
通
心
院
日
境
師
行
状

師
諄
日
境
字
容
朝
琥
虫通
心
院
卜一京
兆
新
在
家
ノ人

也
父
浦
井
氏
名
ハ宗
府
母
未
レ知
二何
氏
一幼
喪
二父
母
・

・
・
・
（中
略
）
・
・
・

師
連
枝
四
人
弟

一
日
二浦
井
宗
竹
一業
二讐
儒
一奉
二水
戸
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府
君
源
威
侯
一領
知
五
百
石
ナリ弟
二
字
日
二知
見
日
遅
・ト

初
主
二花
洛
本
満
寺
一後
主
二甲
易
身
延
山
一弟
三
字
日
二

立
正
院
日
栖
一主
下
総
ノ上
易
小
西
檀
林
卜興
二洛
北
鷹

峯
檀
林
一両
講
津
上二弟
四
即
是
師
也

※
栖
は
揚
か

（２
）
何
者
乾

・
達

ｏ
遠
ノ
三
師
ハ
重
師
の
弟
子
ナ
リ
、
遅

ｏ
楊

ｏ
境
ノ

三
師
俗
兄
弟
ナ
リ

楊
ヲ
乾
弟
子
ト
シ
遅
ヲ
遠
弟
子
ト
シ
境
ヲ
達
弟
子
ト
ス
、
師
弟
皆

一
味
ナ
ル
故
ナ
リ

翁
宗
全
』
第

一
九
巻
三
二
九
頁
）

（３
）
師
諄
ハ日
遅
字
ハ隆
恕
琥
虫智
見
院
一卜遠
上
ノ門
人
也
博
學
宏
才
，
テ
美

名
蓋
レ世
ヲ應
弓
乾
上
之
選
・充
二千

鷹
峯
談
林
ノ化
主
一化
益
尤
多
小
西
談
林
聞
レ之
ヲ裁
写
疏
ヲ寛
望
ス師

千
里
廻
写
駕
ヲ大
三會
弓
學
者
↓講
二

台
家
ノ
〓
一大
部
↓智
目
行
足
天
下
無
レ敵

翁
本
化
別
頭
仏
祖
統
記
』
三

一
四
頁
）

（４
）

『頂
妙
寺
文
書

ｏ
京
都
十
六
本
山
会
合
用
書
類
』
頂
妙
寺
文
書
編

纂
会

（５
）

『祈
祷
抄
』
定
遺
六
七
九
～
六
八
〇
頁

『上
野
殿
御
返
事
』
定
遺

一
八
二
九
頁

【年
表
】
日
遅
の
生
涯
と
不
受
不
施
派
の
動
向

寛
永
六

寛
永
五

寛
永
四

寛
永
元

寛
永
三

元
和
九

元
和
元
頃

慶
長

一
七

慶
長

一
五

慶
長

一
三

文
禄
四

天
正

一
四

年

号

一
六
二
九

一
六
二
八

一
六
二
七

一
六
二
四

一　二ハ
一　一二ハ

一
二ハ
一
一〓
一

一
六

一
五

一
二ハ
一　
一
一

一
六

一
〇

一
六
〇
八

一
五
九
五

一
五
八
六

西

暦

月

‘）

日

身
延
京
都
諸
本
寺
へ
一

味
同
心
を
要
請
。
妙
覚

寺
以
外
は
賛
同
へ

日
遅
寺
社
奉
行
へ
日
樹

を
訴
え
る

身
延
法
主

（
二
六
世
）

日
遠
と
日
樹
が
対
談
、

乾
、
遠
の
著
書
を
渡
し

乾
遠
同
心
の
旨
を
伝
え

る 鷹
ケ
峰
講
主
に

令
市
じ

日
奥

『門
流
清
濁
決
疑

集
』
を
著
す

秀
忠
の
室
浅
井
氏
の
供

養
、
増
上
寺
諷
経
参
集

問
題

日日
重遅
遷本
化満
⌒寺
七一
五一V世
に

需
賞
藷
」
を
、
日
乾
・

日
遠
が
日
過

（隆
恕
日

遜
）
の
名
で
著
す
。

日
奥
帰
京

こ
の
頃
日
際
か
ら
日
遜

へ
改
名
か

『孟
蘭
盆
御
書
事
』

京
都
諸
寺
本
田
寺
に
て

千
僧
供
養
に
つ
い
て
の

協
議

京
都
上
京
区
浦
井
家
二

男
と
し
て
生
を
受
け
る

事

歴

身
延
身
延
身
延

京
都

京
都

京
都

身
延

京
都
所
在

四
三
四
二

四

一

三
七

二
九

一
一二

九 年
齢
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寛
永
七

寛
永
六

年
　
号

一
六
三
〇 一九

西

暦

四

・
一

〓
丁

二
九

〓
一
０
一
一二ハ

〓
一
・
一
一
一

三
・
四

一

一

。

一

一

一
一
一

一
一
・
一
三

月

‘）

日

上
意
違
背
の
罪
で
日
奥

は
対
馬
へ
、
日
樹
は
信

州
伊
那
ヘ

再
度
西
丸
に
て
双
方
、

穿
塁
さ
れ
る

江
戸
城
西
丸
に
て
身
池

双
方
を
尋
問

日
樹
先
の
問
い
状
に
対

す
る
返
答
を
奉
行
所
に

訴
え
る

日
樹

。
日
退
は
小
石
川

伝
通
院
に
諷
経
す
る
が

布
施
は
受
け
ず

日
奥
、
身
池
対
論
の
二

項
目
に
つ
い
て
そ
の
違

目
を
弁
ず

日
樹
、
身
延
の
非

一
二

箇
条
を
あ
げ
て
論
難
す

る 日
遅

『
問
答
記
録
』

『樹
師
対
決
書
』、
日
樹

『問
答
記
録
』
を
著
す

洒
王
往
鬱
塁
頭
に
て
身
延
・

池
上
を
対
決
さ
せ
る
。

身
池
対
論

日
遅
不
受
不
施
派
を
訴

え
、
対
し
て
日
樹
は
返

答
の
申
状
を
奉
行
書
ヘ

呈
す

日
退
、
寺
社
奉
行
へ
日

樹
と
の
対
論
を
訴
え
る

事

歴

江
戸

所
在

四

四

年
齢

寛
永
八

寛
永
七

年
　
号

一
二ハ
〓
一

一
六
三
〇

西

暦

一
・
一
五

八

・
二
八

七

ｏ
二
四

七

・
一
六

七

・
一
四

七

ｏ
一
〇

七

・
七

七

・
四

六

ｏ
七

四

ｏ
一
五

四

ｏ
二

月

一

ｏ
　
日

日
退
と
富
士
諸
寺
地
子

寺
領
問
題
で
間
答

富
士
五
ケ
寺
、
身
延
に

国
主
の
施
は
仁
恩
で
あ

る
と
回
答

身
延
、
富
士
五
ケ
寺
に

国
主
の
施
は
供
養
で
あ

る
こ
と
を
通
達
す
る

富
士
本
門
寺
日
賢
は
、

身
延
に
国
主
の
施
は
、

御
恩
と
し
て
受
け
る
と

回
答

日
遅
富
士
五
ケ
寺
に
対

し
、
身
延
と
同
心
を
強

請
す
る

日
遠
池
上
本
門
寺
へ
晋

山 幕
府
、
妙
覚
寺
を
日
乾

に
、
本
門
寺
を
日
遠
に

あ
た
え
る

誕
生
寺
、
身
延
に
帰
伏

の
起
請
文
を
書
く

受
不
施
派
の
乾

ｏ
遠

・

遅
は
、
将
軍
に
謁
し
不

受
不
施
派
全
面
禁
止
の

訴
え

日
遅
、
受
不
施
の
義
に

て
弘
通
す
べ
き
を
末
寺

へ
通
達

身
延

『池
上
日
樹
違
目

事
』
事

歴

江
戸

所
在

四
五

年
齢
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慶
安
元

正
保
二

寛
永

一
九

寛
永

一
七

寛
永

一
六

寛
永

一
二

寛
永
八

年

号

一
六
四
八

一
六
四
五

一
六
四
二

一
六
四
〇

一
六
二
九

一
六
二
五

一
二ハ
〓
一

西
　
暦

五

・
二
九

一
〇

・
〓

一

七

・
三

二

・
二
八 一五

一
〇

・
二
七

一
〇

・
一
〓
一

二

。
一
七

一
〇

・
一
〓
一

エハ
０　
一　
一

四

ｏ
一
七

六

ｏ
下
旬

五

。
一
九

一
一
。
一
一エハ

月

ｏ
　
日

日
遅
遷
化

（六
三
）

中
山
法
華
経
寺

「正
中

山
法
式
」
を
定
め
不
受

不
施
派
に
帰
る

身
延
法
式
を
末
寺

へ
布

達 藻
原
寺

一
九
世
日
然
、

受
不
の
誓
状
並
び
に
添

え
書
き
を
身
延
に
呈
す

る 日
遠
遷
化

（七

一
）

伊
豆
了
仙
寺
に
て
講
義

平
賀

・
小
湊

・
碑
文
谷

ニ
ケ
寺
の
支
配
を
幕
府

に
訴
え
る

日
乾
遷
化

善
立
寺
に
て
方
便
品
、

法
師
品
講

江
戸
幸
龍
寺
に
於
て
普

門
品
講

神
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